20161127
死ななければ（ヨハネ12：23-27）
　
皆が成功したいという願いをもって、それなりに一生懸命、頑張っているようです。しかし、クリスチャンの私たちは、人生のまことの成功というのは、熱心の前に、私たちの人生を動かして導いていらっしゃるまことの神様と行動が一致すること、それが大切なことだとわかっています。しかし、基本、人間というのは、神様と食い違いがある存在であり、欲それに気づかないまま、ただ熱心に頑張っているだけです。今日の聖書の箇所を見ると、イエス様がエルサレムに入る場面です。イエス様は、二匹の魚、五つのパンをもって、五千人以上の人を満腹にさせたり、死んだラザロを生き返らせる奇跡を行ったりしていて、その噂が広まっていました。そのイエス様が、エルサレムに入ろうとしていたら、大勢の人が「ホサナ。ホサナ。イスラエルの王が、いまエルサレムに来た。入っている」と叫びながら歓迎していました。そこには、表現そのものは間違いないのですが、これからエルサレムに入ると、イエス様がなにかすごいことをしてくれるだろうという期待があったので、その期待を込めての行動です。しかし、イエス様は、エルサレムに入ってから、先ほど、長老さんがお読みしました聖書の箇所を見ますと、その直後にイエス様は、一つの粒が地に落ちて、死ななければ実を結ぶことはできない。それで神様の前で、本当に心を痛めつつ、「いまこのときを避けることができないのでしょうか」とお祈りをして、「いや、このときのために来ました」と祈る姿が見られます。なぜそのように祈ったのでしょうか。もうじき、死なれるわけですから。多くの人は、イエス様にすごい期待を寄せていたのですが、イエス様と食い違いがあって、イエス様はいま死のうとしていらっしゃるのです。彼らの期待とは、まったく裏腹に、そのような方向に進んでいらっしゃいました。この食い違いを解消して、行動が一致しないといけません。

いまも人々は、問題解決をテーマにして人生を生きています。なぜかと言いますと、人生そのものは、あらゆる問題だらけのものですから、自然にその問題解決がテーマになるしかありません。その問題解決がテーマであるがゆえに生まれるものが、宗教です。仏教では、百八の人の悩みがあるとも言っているでしょう。それほど問題は、百八以上の問題だらけです。いまイスラエルの人々が抱えている問題の中の問題は、ローマの植民地であるということです。そして、ローマの植民地というのは、小さい問題ではなくて、イスラエルの今までの歴史を見ると、長い間、捕虜にされてしまったり、奴隷になっていたり、あるいは、周りから侵略を受けたりという長い歴史の中の今現在が、ローマの植民地なのです。ですから、イスラエルの人にとって、これは心の中の切実な願いであり、国民、民族、共通のテーマでした。昔、韓国も、日本に36年間、植民地になっていたときがありました。その36年なのに、いまだにそれがずっと響いているのです。それから、朝鮮戦争を経験している世代の人々は、戦争に対して、ものすごい思いを持っていたりします。その結果、北と南の二つに分かれてしまったので、それを統一させないといけないということが、国民共通のテーマになっていたのです。ですから、その大義を取り上げると、よい話なのか、悪いのかも分別できないようになってしまうほどです。いまイスラエルの人々にとって、植民地からいつ解放されて独立するのかということは、聖津実な共通のテーマだったのです。だから、イエス様が死んだ人を生き返らせ、様々な奇跡を行っていたので、このイエス様が、私たちが今まで待ち望んでいたキリストであり、イスラエルの王になり、エルサレムに入ったら、たぶん、どこかに隠していたローマの兵隊をはるかに上回る兵隊を集めて、ローマを一気に追い出してしまうか、あるいは、天に向かって、最近のSF映画のように、手を上げると、天からものすごい雷が現れて、ローマの兵隊や軍隊だけを全部、滅ぼして、ローマが退散してしまう。イスラエルは万々歳で独立するとなるのではないかと、どういう方法になるかは、まだ分からないけれど、そのような期待をしていたのです。その問題解決をテーマにして、そういう期待を寄せていると、まずキリストに対してのイメージ、期待そのものが曲がってしまいます。そうすると、最終的には、イエス様が今、十字架にかかって死ぬしかない、死ぬためにエルサレムに入ったということは、彼らの期待とは真逆のことなので、イエス様に対して最終的には、問題解決をテーマに取り上げていると、それに捕らわれていると、イエス様は、裏切り者になるしかありません。イエス様の十字架は到底、納得できないし、受け入れることができないのです。実際、最終的にイエス様が捕まって十字架を背負ったときには、皆のろいながら逃げてしまいました。今まで私たちは騙されていたのだね。これは何なのかということになってしまったのです。残念なのは、クリスチャンでありながら、教会に通っている人々も、当たり前に問題解決が最大のテーマになっていれば、最終的には、イエス様を受け入れることができません。十字架の前に立つことは無理なのです。宗教が提供しているもの、それをここにももうちょっと強力なものがあるのではないかということで、それを追い求めて教会に来るしかありません。しかし、教会では、十字架を語っているので、いや違うということで皆、退散してしまう可能性があるのです。非常に大切なテーマです。問題解決がテーマであれば、キリストに対しての期待、イメージというものは、ものすごく華やかで、すべての問題にはるかにまさるものすごいパワーを持っているイメージでなければいけません。しかし、イエス様は、その期待を裏切って、それとは裏腹に、死ぬことの前で悩みつつお祈りをささげている姿です。これを四字熟語で「同床異夢」と言います。同じところで違う夢を見るという話があります。彼らは同じイエス様を見て、キリストだとも言っているのですが、期待する内容がまったく違うのです。結局は、問題解決がテーマになってしまうと、それが大きなつまずきになるしかありません。先ほども申し上げましたように、聖書のお話、一番大事なテーマであるイエス様の十字架の福音が理解できないのです。いまイエス様が、彼らが期待しているイスラエルの王であれば、実は最初から少しおかしいのです。イスラエルの王であれば、戦車に乗るか、ものすごい馬車に乗って入っていくべきなのに、イエス様は、だれも乗ったことのない一番小さな子どものロバに乗って入ってきたのです。だから、それ自体がたぶん、いま「ホサナ。ホサナ」と騒いでいる人が見たときには、おかしいなと思ったと思います。こんなはずがないのに、でもイエス様はロバの子に乗ってエルサレムに入りました。それが何かを象徴する内容です。そこまではたぶん、群衆が勘弁したと思います。「まあ何かのパフォーマンスだろう。これからエルサレムに入ったときには、水戸黄門みたいに逆転するだろうとここは勘弁できたのです。でも、後程、イエス様が捕まって、本当に十字架にかかるようになったときには、みなが「いや、だまされたのだね」となりました。問題解決がテーマであれば、つまずくようになり、十字架の福音そのものが理解できなくなり、結局、最終的に、イエス様を受け入れることができない、イエス様を拒否するしかない結果になります。
なぜかというと、イエス様は、彼らが待っていたキリストではないのです。彼らが待っているキリストは十字架にかかって悲惨な死を遂げるような存在ではありません。雷を集めて、ものすごい兵隊を集めて、いっぺんにイスラエルの独立を成し遂げられる存在がキリストなのです。私たちにもそういう問題がたくさんあるのではないでしょうか。切実な問題。ある人はそれが子どもの問題かもしれません。ある人は、自分の健康の問題かもしれません。あるいは、悪いとわかっていながらも、中々、断ち切れない悪い習慣があるかもしれません。これは直したいと思っているのですが、中々、直らない性格のために、それが切実な悩みになっているかもしれません。夫婦の間の葛藤があり、それが解決できなければという悩みの種になっているかもしれません。経済の問題を抱えているかもしれません。家族の間、親が問題になっている場合もあります。第三者は中々、理解できないような問題を抱えているでしょう。苦には苦になりに問題を抱えて、国と国との間にも様々な問題があり、この問題は、世界的な規模、国規模であり、家庭内、個人の様々なレベルの問題があり、それが人にとって切実な問題になっている場合があります。そうすると、教会に通いながらも自然に当たり前に、その問題がどうにかならないのか、その問題の解決ということに執着して、それがテーマにするしかないのです。でも、今日の聖書から申し上げますと、それをテーマにしている限りは、人間として当たり前でしょうけれども、そうしている限りは、最終的には、イエス様を受け入れることができないところに行ってしまいます。皆さんは、なにがテーマなのでしょうか。しかし、人々の期待と少し食い違ってずれていて、神様がなさろうとしていらっしゃることは違うのです。なぜかというと、神様だけがご存知です。どんなに人々が期待している問題の解決が、もし願いどおりに解決になったとしても、絶対に無くならない解決不可能な問題があるということを神様画だけがご存知です。それがどんな問題なのでしょうか。健康があろうが無かろうが、家庭の親が優しいのか、離婚していようと、仲良く和気あいあいしているかどうか関係なく、人々はエペソ2：1、神を離れて魂が死んだままの状態で生まれます。それは変えられません。だから、たましいが死んだままの状態、神を離れたままの状態なので最初からだめなのです。エペソ2：3に書いてあるように、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして、つまり、生まれながら滅びることが決まっている運命を抱えて生まれて、その運命の中を歩く存在です。病気な人が健康になってもこれは変わりません。夫婦の間の葛藤が解消されて、ものすごく仲が良い夫婦になったとしても、この問題はそのままなのです。その結果、死ぬ時まで、エペソ2：2に書いてあるように、目に見えない空中の権威を持つ支配者、悪魔、サタンが作り上げた、世の流れ奴隷になって生きるしかありません。世の流れは、神なんかいらない、神様なんかいない、私が頑張ればいい、人間が最高なのだという思想なのです。しかし、生まれながら滅びる運命を抱えているので、実は死の恐怖につながれて一生、奴隷として生きるしかありません。ですから、何をどうするか関係なく、人間というものは基本、イエス様がおっしゃっているように、疲れて重荷を負って人生を生きるしかありません。お金があるから疲れないと思いますか。お金があるから重荷を負わないと思いますか。勉強ができれば重荷を負わないと思いますか。ハーバード大学、筑波大学、東京大学に、自殺する人が結構、増えています。どうにもならないのです。人生の重荷を下ろす道がありません。方法がないのです。最後に、ヘブル9：27、人間には一度死ぬことと、死後にはさばきを受けることが定まっているとあります。これが聖書に書いてある空想話のように思われるのでしょうか。そうすると、私たちは、問題解決をテーマに生きるしかありません。イエス様とは、どんどん離れるしかありません。この問題は、私たちが求めてテーマにして願っている、その問題解決が思いどおりになったとしてもそのままなのです。何が問題解決なのでしょうか。問題解決があまりにもテーマになり、それに執着しているというのは、いま申し上げました人間の本当の姿など、本当の問題などは、見たことがないということでしょう。教会に20年、30年通いながらも、これを見たことがないし、自分がこの中にいるということを一度も考えたことがないということになります。この問題は、キリストが来られて、来られるだけではありません。キリストが、この問題を抱えている人間、自分の代わりに死ななければ解決できない問題です。だから、キリストは死ななければなりません。でも、問題解決をテーマに取り上げている限りは、キリストは死ななければなりませんという十字架の話は裏切りになってしまうのです。

だから、イエス様がおっしゃいました。わたしに従うものは、わたしがいるところに彼もいるべきだと。それはどういう意味なのでしょうか。この十字架のメッセージにアーメンするようにならないといけないことです。問題解決を求めていた人生からUターンして、イエス様の十字架が必要なのですと、そこの信仰に立たないといけないのです。だから、聖書は、最初から神様がこのことをおっしゃいました。キリストが来られたら、ローマを追い出して、イスラエルを独立させるとおっしゃらずに、キリストが来られると、死ななければ、罪のない神の御子が死ななければ解決できない問題、原罪、罪の問題があるので、そのためにキリストは必ず死ぬのだ。蛇の頭を踏み砕くと同時に、かかとに噛みつかれて、血を流して死ねよと最初から預言して、イザヤ53：4-9を見ると、私たちのために刺し通され、私たちのために血を流されて、私たちのために辱められてと書いてあります。神は私たちのすべての罪を彼に負わせたと、そうなるしか方法はありません。それがテーマです。それを成し遂げられる方がキリストです。だから、イエス様はキリストなのです。彼らが求めているキリストではなくて、イエス様は、神様が約束された唯一の希望であるキリストなのです。マルコ10：45、イエス様は、わたしが来たのは、仕えられるためではなくて、多くの人のために犠牲のいけにえとして自分をささげるために、仕えるために来たのだよとおっしゃいました。今日の聖書の箇所にある祈りの内容が、そういう内容です。イエス様が、このあと逮捕されるときに、ペテロが「ありえません」ということで剣を出して、兵士の耳を切り落としました。その時、その耳を元に戻して、それでイエス様がおっしゃいました。いま私が神様にお願いして、天の軍勢を動員して、これを全部片づけられるということができないからしないと思うのか。神様には、イエス様には、そういうことは十分できる。しかし、天の軍勢を動員して、いまイエス様を捕まえに来た兵隊を全部片づけた、ローマの兵隊を全部滅ぼして追い出したからといって、あなたがたの罪、悪魔のしわざはそのままなのだよ。だから死ななければならない。余計なことを考えないで、問題があるからといって、問題に執着して、問題解決に捕らわれて十字架を忘れないように。イエス様が死ななければなりません。そんなに簡単な問題ではないのです。そこでイエス様は十字架にかけられて、ヨハネ19：30で宣言されました。すべてを完了したと。悪魔の頭を踏み砕いて、すべての罪をきよめ、永遠のいのちを与えられる、すべてを完了したと。そして、その証しとして、3日目に死の力を打ち破ってよみがえられて今も生きていらっしゃいます。すると、何が本当のテーマなのでしょうか。だから、私たちは「ホサナ。ホサナ」とイエス様を間違えて、問題解決をテーマに取り上げて、イエス様に期待を求めていた、その群衆と、十字架の前で私が一粒の麦として死ぬために葛藤の中でお祈りをささげているそのイエス様の食い違いをとおして行動を合わせないといけません。
それで、このように結論を出します。問題解決より重要なのは、イエス様が私たちの身代わりとして十字架で死なれてすべてを完了なさったキリストだということを信じる信仰なのです。問題解決より大事なのは、イエス様を信じる信仰なのです。そのときに初めて、死と罪から永遠に解放され、聖霊が宿る神の神殿に造りかえられ、死からいのちに移ることが可能になります。問題解決のために宗教を尋ねる人もいるし、カウンセラーを訪問する人もいます。薬を飲む人もいます。お辞儀をする人、参拝をする人もいます。いろいろなことをやって、それで思いどおりに問題が解決される場合もあります。しかし、死からいのちに移るということはありえません。死と罪の原理に捕らわれているままなのです。最後は、地獄の永遠の刑罰に入るしかありません。皆さん、クリスチャンの私たちは、このことを正しく自分の中でクリアして、いまも世の中のすべての人が問題だらけなので仕方がなく、どこからその問題が来たのかもわかっていないので、問題解決をテーマに取り上げて、それを追い求めてさまよい続けています。そこに問題解決より大事なことは、イエス様を信じる信仰なのです。たとえその問題が願いどおりにクリアできなくても、一生、癌を抱えて生きるにしても、それが治るかどうかよりは、イエス様を信じることが優先であり、それが大切なのです。これをお証ししなければなりません。皆さん、短いメッセージですが、本当にみことばの前に立って、素直になっていただきたいと思います。これからは問題に溺れてアップアップしないように。問題はそこに溺れてダウンするために許されたものではありません。そして、その問題を解決しなければならない課題として、取り扱うこともやめてください。問題は、解決のために許されているものではありません。私たちに与えられている問題は、神様から許されたプレゼントなのです。神様から許された鏡のようなものなのです。問題をどうにかしようとする前に、その問題を前にして、自分の本当の姿を見て、自分の人生の本当の姿を何なのかを見る鏡にしないといけません。それで率直に、理論ではなくて、他人の話、講壇の説教ではなくて、自分のこととして、神様、自分は神様を離れてしまった罪人なのです。今まで認めたくないし、私とは関係ないと思っていたのですが、神様は、自分はこの問題をとおして、本当は悪魔が父となる悪魔の子どもなのです。自分は生まれたときから滅びの運命を抱えて生まれたものなのです。だから、死ぬと必ず地獄に行くしかないだめな人間なのです。自分はまったく希望などないものです。自分の内側には善良なものはこれっぽっちもない悪意に満ちた者なのです。こういうことを認めて告白するための鏡なのです。でも、問題を見て、鏡に見ないで、みなが解決ばかり考えているのです。神様はそのような配慮をもって許していらっしゃるのに、一度もそのように向き合おうとしないのです。そんなでたらめな存在だということも知らずに、才能が少しあるから、少しいい家庭に恵まれているから、勉強ができるから、格好いいから自分が偉いと勘違いしていました。なにか一生懸命頑張ればどうにかなるだろうという勘違いの中を生きてきました。善良な思いで良心に従って生きていけば、どうにかなるだろうという錯覚の中で生きてきました。お金さえあれば変わるだろうと思っていました。それから、いつも親のせい、だれかのせい、なにかのせいばかりを言っていたものです。その問題を見て、それを悔い改めます。だから、問題は本当の意味で悔い改めるための材料なのです。その問題がどうにかなる前に、だから、私はキリストでないとだめなのです。キリストが自分の代わりに死んでくださらない限りは、希望のない存在です。そして、感謝なことに、十字架で血を流されて死なれたイエス様が、そのキリストであることを信じます。私にはイエス様が必要です。イエス様を信じます。そのためにあるものが問題です。人それぞれ切実な問題があるでしょう。形も種類もいろいろ違うと思います。問題に捕らわれないように。いつその問題が終わるのだろう。どうすればこの問題から解放されるのだろうと思う前に鏡として、今まで一度も認めたことないでしょう。私は悪魔の子でしたと、自分のことだと認めたことがないのではないでしょうか。自分はどんなに頑張っても、結局は、すべてが無駄になり滅びるしかない、自分の内側にはいいものは一切ありませんと一度も思ったことがないでしょう。それでも、他の人と比べると、私は少し成績が良い。逆に、他の人と比べると、うちの家庭はぐじゃぐじゃでダメです。他の家庭がうらやましいと比較したりしていたでしょう。本当のことがわかっていたら、比べる余裕、暇などありません。それが問題の本質です。いまもいろいろな問題が起きるかもしれません。神様は、そういうことのためにおっしゃいました。

皆さん、素直に考えてみてください。今まで問題を目の前にして、心配をしたり、悩んだりしたこともあります。どうにかしようということでもがいていたときもあります。ときには教育どおりに、問題ではない、問題とは思わないように催眠をかけたこともあります。だれかのせいということで逃げようとしていたこともあります。あるいは、問題の前で落胆して、ときには問題を抱えて涙を流したこともあります。問題をどうにかするために薬を求めたり、カウンセラーを求めたときもあります。それでもだめなので、もう死んでしまった方がいいということで、自殺を考えたときもあります。宗教や占い、偶像を求めたこともあります。あらゆることを全部やったのに、一つだけ抜けています。自分がだめでイエスでなければいけませんと、これ一つだけが抜けてしまうのです。だれのしわざなのでしょうか。涙を流しているからいいわけではありません。問題がクリアできたからいいわけではありません。神様は、この一つのために心痛めつつ問題を許されるのに、サタンはこの一つを隠すために様々なこと全部を取り上げて、問題解決に執着するように邪魔します。神様、私は問題の前であれもやって、これもやって、全部やりましたが、一つだけはやっていません。イエス様が自分の代わりに死んでくださいましたキリストです。そのイエス様の他には、希望はありません。私にはイエス様が必要なのです。このイエス様を信じる信仰に実際に立つということはなかったでしょう。しかし、それが神様の望みです。それがないまま、いまもずっと解決、解決ばかりが頭の中にあります。

そういう意味で、問題は神様からの最高のプレゼントです。どっちに行くかというのは、私たちの選択です。最終的には、それさえも神様の恵みでしょうけれども、問題を見苦しい虫を見ているかのように見ないで、必ず問題が片づけられてなくなることが正解だと思わないように。問題は神様から与えられました鏡というプレゼントです。正直にならないといけません。本当になぜイエス様が必要なのか。教会に20年、30年通っていて、ときには生まれたときから親に連れられて教会に行っているから当たり前かと思っているかもしれません。皆さん、本当に取税人のように神殿の隅っこの方に隠れて、「神様、この罪人をあわれんでください」と自分のことをそのように思って、認めて、受け入れたことがあるのでしょうか。そこからスタートなのです。だれがさばいて非難することができるのでしょうか。イエス様が死ななければいのちの実を結ぶことはありません。つまり、イエス様が死ななければ、ローマがひっくり返されても私たちに希望はありません。それだけです。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。みことばをもって、神の前に素直になることを願います。いろいろな問題があり、人によって切実な問題もあります。それに捕らわれて解決をテーマにして執着してだまされないで、神様からの鏡というプレゼントとして問題を見て、問題の前で本当に、キリスト、イエスが身代わりとして十字架で死んでくださらなければどうにもならない自分の姿を発見して、心から認めて、すべてを全部下して、すべてが崩れて、イエス様しか残らない祝福のときとなるようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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